
貯水池では、気象の変化等によりカビ臭の原因となるアナベナなどの

藍藻類が毎年発生しています。現状は、職員が船舶による定期的な巡

視・採水を行い、藍藻類（アオコ）の増殖傾向などを確認の上、必要な

対策を行っています。

また水深別の採水及び水質検査を行うことで貯水池内におけるカビ臭

の鉛直分布を把握し、カビ臭の少ない原水を選択的に取水しています。

貯水池の面積が広大なため、船舶による移動・採水には多大な時間を要しています。今後、職員数

の減少が見込まれるなか、貯水池における水質管理の効率化が課題となっています。

 船舶を利用せずドローンにより自動で水深別の採水をする技術
 ドローンを用いて上空から撮影した画像を基に、AIが画像解析を行い、アオコの発生状況や濃度
等を判別する技術

船舶による定期採水・巡視

採水・巡視業務

湛水面積：112万㎡、作業頻度：１回／週（数箇所採水）

神戸４ ドローンを活用した貯水池の水質管理 求める技術:⑥⑮

神戸市

1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています!

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量


